
令和３年１１月１５日 

関係高等学校長 様 

千 葉 市 卓 球 協 会 

会  長  鵜 澤 久 朗 

 

令和３年度第３１回千葉市オープン高校生卓球大会について (御案内) 

 

   標記大会を下記の通り開催いたします。奮って御参加下さいますよう御案内申し上げます。 

 

 １  日   時   令和３年１２月２７日（月）８時１５分に開館 開会式８時３０分（予定）

           

  ２  会   場   千葉ポートアリーナ  千葉市中央問屋町１－２０ TEL 043-241-0006 

（入場は、２階の入口からお願いいたします。） 

 

  ３  主   催   千葉市教育委員会 千葉市体育協会 千葉市卓球協会 

 

  ４  主   管   千葉市卓球協会 

 

  ５  種   目   男・女シングルス  

       

  ６  競技ルール   現行の日本卓球ルール及び細則による。 

                   使用球 日本卓球協会公認プラスチック４０mmボール 

 

  ７  競 技 方 法  トーナメント方式 

 

  ８  参  加  料  １人６００円 

 

 ９  申 込 締 切   １２月１０日（金）厳守    

                                            

１０ 申 込 方 法  別紙申込書に必要事項記入の上、ＦＡＸにて申込をしてください。 

          参加料は、当日会場で頂きますが、棄権の場合の返金はできません。 

 

【申込先】〒264-0004  千葉市若葉区千城台西2-1-1 

          千葉県立千城台高等学校   片 栁 則 夫 宛 

ＦＡＸ ０４３－２３６－１６４０ 

ＴＥＬ ０４３－２３６－０１６１ 

     携 帯 ０９０－８８５４－２１８５ 

 

１１ そ の 他  

○ 駐車場はポートアリーナ地下（有料）または近隣の有料駐車場を御利用ください。 

○ 参加申込書の記入の不足分は、コピーで対応をお願いします。 

○ 当日の入場は２階の入口からお願いいたします。 

○ 別紙にあります感染防止ガイドラインを事前に読み、その内容に従ってください。 

○ 健康チェックシートは当日の朝、引率顧問、選手の分を必ず提出してください。 

○ 大会は無観客にて行います。 

○ 状況に応じて大会内容を変更する場合があります。変更の場合、千葉市卓球協会のＨＰを

御確認ください。 

〇 その他、御質問は申込先までお問い合せください。 

  



令和３年度千葉市オープン高校生卓球大会参加申込書 

学 校 名 
 
    

申込責任者 
 

 

 

責任者℡     

参加人数 
及び 

参 加 料     

参加人数 男子 （   ）名 
          女子  （   ）名 

合 計  （     ）名 

参加費合計 
参加人数 × ６００円 
 ＝（      ）円 

 【出場選手一覧】出場選手を、強い順にご記入下さい。 
        県大会でシングルスベスト１６以上の選手には◎、ベスト３２の選手は○で番号

を囲んでください。 

男  子 
 
番号 

 
選 手 氏 名 

 
学年 

 
番号 

 
    選 手 氏 名      
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女  子 
 
番号 

 
選 手 氏 名 

 
学年 

 
番号 

 
選 手 氏 名 

 
学年 

 
１ 
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千葉市オープン高校生卓球大会 新型コロナウイルス感染防止ガイドライン 

（2021年10月11日版） 

このガイドラインは、日本卓球協会による「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を

もとに作成しています。今後の状況によっては、内容が変更となる場合もありますので、最新情

報を御確認ください。  

 

１．大会開催時の主催者による感染防止策  

（１）大会の企画、参加者募集時の留意事項  

①競技大会は都道府県知事の感染防止方針に準拠して開催する   

②参加者数は都道府県知事の方針のもと上限人数を定める  

③ダブルスや団体戦を実施する場合は、以下⑥の項目の遵守を徹底し、「飛沫感染」及び「接

触感染」対策を十分に講じる。  

④競技大会は無観客とする  

⑤以下の事項に該当する者には参加の見合わせを求めることを事前に周知する  

・体調がよくない場合（例発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）  

・同居家族や身近な知人に新型コロナウイルス感染が疑われる方がいる場合  

・過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡

航又は当該在住者との濃厚接触がある場合  

⑥参加希望者に以下の項目の遵守を文書等にて周知する  

・マスクを持参すること（参加受付時や着替え時等のスポーツを行っていない際や会話をする

際には口と鼻をしっかりと覆うマスクを着用すること）  

・こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること  

・他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること（障がい者

の誘導や介助を行う場合を除く）  

・大会中に大きな声で会話、応援等をしないこと  

・感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと  

・大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速や

かに濃厚接触者の有無等について報告すること  

 

（２）当日の参加受付時の留意事項  

①受付には、手指消毒剤を設置する 

②発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は入場しないように呼び掛ける 

（状況によっては、発熱者を体温計などで特定し入場を制限することも考えられる）  

③人と人が対面する場所は、三つの密を避けるよう配慮する  

④参加者が距離をおいて並べるように目印の設置等を行う  

⑤受付を行うスタッフには、マスクを着用させる  

⑥インターネットやスマートフォンを使った電子的な受付の一層の普及を図り、受付場所での

書面の記入や現金の授受等を避ける 

⑦参加者から以下の事項を記載した書面の提出を求める  

○氏名、所属（学校名）※個人情報の取扱いに十分注意する  

○大会当日の体温  

○大会前２週間における以下の事項の有無  

・平熱を超える発熱（おおむね平熱を超える発熱37度５分以上）  

・咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状  

・だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難）  

・嗅覚や味覚の異常  

・体が重く感じる、疲れやすい等  

 



（３）大会参加者への対応  

１）体調の確認  

主催者は、（2）－⑦に掲載されている事項を記載した書面の提出を求める  

２）マスク等の準備  

主催者は、参加者がマスクを準備しているか確認する  

なお、競技中のマスクの着用は不要であるが、参加受付、着替え、表彰式等の競技時間外の時

間、特に会話する時には、口と鼻をしっかりと覆うマスクの着用を求める  

３）大会参加前後の留意事項  

イベントの前後のミーティングや懇親会等においても、三つの密を避け、会話時にマスクを着

用するなどの感染対策に十分に配慮する  

 

（４）大会主催者が準備すべき事項  

１）会場入り口、受付  

①手指消毒剤の設置  

②受付等にて人と人が対面する場合は、三つの密を避けるよう配慮する  

２）手洗い場所・洗面所（トイレ）  

①手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意する  

②「手洗いは30秒以上」等の掲示をすること  

③手洗い後に手を拭くためのペーパータオル（使い捨て）を用意する。参加者にマイタオルの

持参を求める  

３）更衣室  

①一度に入室する参加者の数を制限する  

②室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロッカーの取

手、テーブル、椅子等）については、こまめに消毒する  

③換気扇を常に回す、換気用の小窓を開ける等、換気に配慮する  

 

（５）競技会場、試合進行上の特別処置  

１）換気  

①換気設備を適切に運転し、十分な換気を行う  

②競技場内の部屋（役員室、更衣室）の利用にあたっては、十分に換気を行う  

２）卓球台の設置、卓球台・ボールの消毒  

①卓球台は十分な間隔を開けて設置する（４m以上）  

②卓球台は専用の除菌剤を用いて、以下の手順で消毒を行う  

※卓球台の消毒（株式会社三英による）  

除菌液を付けたペーパータオルで台の表面を一方向にまんべんなく拭く。その後、別のペー

パータオルで台表面の水分を拭き取る。 

③ボールは、ラバークリーナーを用いて、以下の手順で消毒を行う  

※ボールの消毒（日本卓球株式会社による）  

ラバークリーナーをボールに吹きかけ、きれいなタオルでなじませる。20秒ほど経ったら、流

水か水拭きでぬめりを洗い流し、その後から拭き、自然乾燥させる。  

④用具の消毒後は、手洗いや消毒を行う  

３）試合  

①原則として審判がコート消毒を行った上で、ゲームごとのチェンジエンドは行う  

②試合前のラケット交換は、台上にて見せ合うようにさせる  

③試合後の握手等は行わない  

 

 

 



２．卓球競技大会開催時の感染防止策について（参加者）  

（１）参加者が遵守すべき事項  

１）以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること  

・体調がよくない場合（例 発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合  

・同居家族や身近な知人に新型コロナウイルス感染が疑われる方がいる場合  

・過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡

航又は当該在住者との濃厚接触がある場合  

２）マスクを持参すること  卓球を行っていない時や会話をする際にはマスクを着用すること  

３）こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること  

４）他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること（障がい

者の誘導や介助を行う場合を除く）  

５）会場で大きな声で会話、応援等をしないこと  

６）感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと  

７）大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速

やかに濃厚接触者の有無等について報告すること  

８）大会前後のミーティングや懇親会等においても、三つの密を避けること  

 

（２）試合を行う際の留意点  

１）試合は無発声とする  

２）審判は、以下の手順に沿って消毒を行う  

①試合（マッチ）開始前と終了後に手指消毒を行い、選手に手指消毒を促す  

②マッチ終了後、コートの消毒を行う  

３）審判がコート消毒を行った上でチェンジエンドは行う  

４）タオルの共用はせず、タオルを卓球台にかけない  

５）飲料は自分専用のものを飲み、回し飲みはしない  

６）卓球台の上で手を拭いたりしない  

７）シューズの裏を手で拭くことはしない  

８）握手などの身体を接触させる挨拶は行わない 

９）ラケット交換は台上で見せ合う形にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年１２月２７日 

千葉市卓球協会 

健康チェックシート 

 

新型コロナウイルスの流行予防のため今大会参加にあたって以下の情報提供をお願い致します

。ご記入の上、大会当日持参し、受付にてご提出ください。尚、提出された個人情報の取り扱い

には十分配慮致します。 

 

ふりがな 

氏名              

 

年齢 （     ） 

学校名 

 

 

高等学校 

大会当日の体温 

 

                       ℃ 

◎大会当日の健康状態  ※該当する場合は、□に「✔」を記入してください。 

  （ア）から（オ）の全ての項目に「✔」の記入がない場合には参加できません 

（ア）平熱を超える発熱がない □ 

（イ）咳（せき）、のどの痛みなどの風邪の症状がない □ 

（ウ）だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）がない □ 

（エ）嗅覚や味覚の異常がない □ 

（オ）体が重く感じる、疲れやすい等がない □ 

◎大会２週間前からの健康状態  ※該当する場合は、□に「✔」を記入してください。 

ア 上記（ア）から（オ）の全てに該当する □ 

イ 上記アに該当していない場合、具体的な内容を記載してください。 

（例：７日前から２日間発熱やのどの痛みがあった）  

 

 

 

※ 本健康チェックシートは、千葉市卓球協会が１ヶ月保管します。 

 


